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	東京都地域リハビリテーション支援事業
	［ 研修会のご案内 ］
	人生の最終段階を支える がんリハビリテーション
	無料
	要事前 申し込み
	2026
	17:30-19:00
	オンライン配信 (ZOOM)
	申し込み締切：10月7日(水)
	終末期がん患者へのリハビリテーションは、失われた機能を取り戻すことだけを目的とするものではありません。残された力を生かし、苦痛を和らげ、その人が大切にしてきた暮らしや役割、望む時間を支えることも大切な実践です。 本研修では、人生の最終段階にある方へのリハビリテーションの意義と実際を学び、地域の多職種が連携して、一人ひとりの人生を最期まで支えるために何ができるのかを考えます。

	添田　遼　
	問い合わせ先｜慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室 主催｜東京都地域リハビリテーション支援センター（区西部） 事務局担当者｜川畑有紗（事務担当：八木沢） 〒160-8582 東京都新宿区信濃町３５　TEL:03-5363-3833, FAX:03-3225-6014 Email:kuseibu-reha-group@keio.jp, HP: https://www.rehab-kuseibu.tokyo/






